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目的

持続可能な漁業の実現のために，需要水産資

源（浮魚類）の資源変動，生態及び生息環境に

関する基礎的調査を行う．

方法

調査対象魚種は，マイワシ，カタクチイワシ，

ウルメイワシ，マサバ，マアジ，ブリ，スルメ

イカとし，以下の項目について調査を行った．

1)調査対象魚種の銘柄別水揚状況のとりまとめ

主要港及び全県の水揚量を漁業種類別・銘柄

別に集計した．調査対象魚種について体長・体

重・生殖腺重量等を測定した．

2)卵・稚仔調査

稚沿岸二－ 2線（前章図 3）で 4月と 5月に，

稚沖合二－ 2線（前章図 4）で 3月と 6月に海

洋観測時にノルパックネットを用いて水深

150m 深からの鉛直曳きにより卵・稚仔の採集

を行った．

3)スルメイカ漁場一斉調査

島根県沖に設定された，す－ 1線（前章図 5）
で自動イカ釣機による釣獲試験と CTD 観測を

実施した．

結果

1)水揚状況

境港におけるまき網漁業の月別魚種別漁船規

模別水揚量を表 1 に，まき網水揚総量の年変

化を図 1 に，マアジ，マサバ，マイワシ，カ

タクチイワシ，ウルメイワシ及びブリの水揚量

の年変化を図 2 ～ 7 に示した．2015 年の生物

測定結果に基づくマアジ，マサバ，マイワシ，

カタクチイワシ，ウルメイワシの尾叉長又は体

長の組成を図 8～ 12に示した．

2015年のまき網漁業総水揚量は，約 105,890t
で 2014年の約 111%であった．

マアジの水揚量は 21,985 トンで 2014 年を

約 15,210トン下回った．

マイワシの水揚げ量は 29,637 トンで 2014
年を 28,672 トン上回り不漁であった 2014 年

から一転して回復した．マイワシの水揚げ量は

4 月から増加し，平年であれば 6 月から水揚げ

量が減少するところであるが，2015 年は 6 月

に水揚げ量のピ－クを迎え夏季も豊漁が維持さ

れた．これは島根沖冷水の勢力が強くマイワシ

の好む冷水域が維持されたためと考えられる．

2015 年はマサバの水揚量は 22,993 トンで，

2014 年を約 1,381 トン上回った．水揚げのピ

－クは 12 月であり，単月で 1 万トンを上回る

記録的な豊漁であった．

カタクチイワシの水揚量は 6,956 トンと

2014 年を約 3,603 トン下回った．2014 年は,
平年とは異なり秋季に水揚げが多かった．

ウルメイワシの水揚量は 5,943 トンで 2014
年を約 3,906 トン上回り，資源に回復傾向が見

られている．

ブリの水揚量は 11,962 トンで 2014 年を約

7,441 トン下回ったが、水産庁の資源評価結果

によると依然としてブリの資源豊度は高いと推

定されている．

境港におけるスルメイカの漁船規模別月別銘

柄別水揚量を表 2 に，漁期年度別水揚箱数を

図 13 に，体長組成を図 14 に示した．境港沖

合のスルメイカの 2015年（1～ 12月）の水揚

量は生鮮・冷凍合わせて 698 トンで昨年及び

近年平均を上回った．2015 年の冬期（1 ～ 2
月）は島根沖冷水の沿岸部への張り出しが強い

傾向にあり沿岸部にイカが来遊し易い環境にあ

ったと考えられる．一方，2015 年度の春季及

び秋季は近年同様に本県沿岸域に漁場が形成さ

れることはなくスルメイカの主群は沖合域を北

上，南下したと思われる．

2)卵稚仔調査

3 ～ 6 月のノルパックネットによる卵稚仔採

集調査の結果を表 3 に示した．さらにマイワ

シとカタクチイワシの卵・稚仔の年別出現状況

を図 15，16に示した．

マイワシの卵および稚仔は 1990 年代前半を

ピークに減少し，2000 年～ 2006 年は全く採

集されてなかったが，2007 年～ 2011 年にか
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けて採集が確認されるようになった．しかし，

2013 年以降は再び減少傾向にあるが，2015 年

の採集量は 2014年を上回った．

カタクチイワシの卵及び稚仔は 1990 年以降

増減を繰り返しおり，2015 年の採集量は 2014
年を上回った．

3）スルメイカ釣獲調査

調査位置および調査結果を表 4に示した．

スルメイカ漁場一斉調査は全 5 定点で調査を

実施した．操業終了後ただちに結果を取りまと

め，船上から試験場を経由し漁業関係者に情報

提供した．

漁場一斉調査では，CPUE は 0.5 ～ 33.0 の

範囲にあり，平均 CPUE は 15.4 と前年を上回

った．外套背長範囲は，12～ 27cmであった．
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表1 2015年の境港におけるまき網月別魚種別漁業種類別水揚量
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図8 2015年のマアジ月別尾叉長組成
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図9 2015年のマサバ月別尾叉長組成
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図10 2015年のマイワシ月別標準体長組成
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図11 2015年のカタクチイワシ月別標準体長組成
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図12 2015年のウルメイワシ月別標準体長組成（cm）
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表2-1 小型イカ釣船（10-30ﾄﾝ）による境港スルメイカ月別・銘柄別水揚量

表2-2 中型イカ釣船（30-138ﾄﾝ）による境港スルメイカ（生鮮）月別・銘柄別水揚量

表2-3 中型イカ釣船（30-138ﾄﾝ）による境港スルメイカ（冷凍）月別・銘柄別水揚量

（単位：トン）

区分 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

入港隻数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
19以下入 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
20入 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
25入 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
30入 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
40入 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
50以上入 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

区分 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

入港隻数 53 74 33 181 87 4 0 0 0 0 0 45 477
19以下入 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2
20入 169.4 179.2 2.5 4.5 7.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 39.2 402.8
25入 4.7 14.9 0.5 13.2 5.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 39.2
30入 0.4 0.4 0.1 11.1 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.1
40入 0.0 0.0 0.0 0.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0
50以上入 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他 1.0 1.2 0.0 0.4 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 3.5

合計 175.4 195.8 3.0 30.0 15.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.3 459.8

区分 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

入港隻数 6 4 4 0 0 0 0 0 0 0 1 5 20
3L以上 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4
2L 6.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.1 24.6
L 44.4 13.5 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 86.3
M 13.6 13.4 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 14.2 45.7
S 0.1 0.7 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.7 2.0
2S 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.2
3S以下 0.0 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.6
その他 0.4 32.3 46.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 79.0
合計 65.5 60.0 53.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 58.8 238.9
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図13 スルメイカ漁期年度別水揚箱数（小型＋中型生鮮）

図14 境港に水揚げされたスルメイカの月別外套背長組成（cm）
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表3‐１ 2015年春期ノルパックネット調査結果

表3‐2 2015年春期ノルパックネット調査結果

月 区分 種名 出現点数 出現総数 最大出現数平均出現数
3 卵 マイワシ 0 0 0 -

カタクチイワシ 0 0 0 -
ウルメイワシ 0 0 0 -
キュウリエソ 3 12 6 4.0
アカガレイ 3 14 9 4.7
ホタルイカ卵 4 52 31 13.0

稚仔・頭足類幼生 マイワシ 0 0 0 -
カタクチイワシ 0 0 0 -
ウルメイワシ 0 0 0 -
キュウリエソ 3 4 2 1.3
アカガレイ 2 5 3 2.5
ホタルイカモドキ類 0 0 0 -
イカ類 0 0 0 -

4 卵 マイワシ 4 40 34 10.0
カタクチイワシ 11 55 28 5.0
ウルメイワシ 2 2 1 1.0
キュウリエソ 10 105 59 10.5
アカガレイ 1 1 1 1.0
ホタルイカ卵 15 308 101 20.5

稚仔・頭足類幼生 マイワシ 6 14 5 2.3
カタクチイワシ 12 67 30 5.6
ウルメイワシ 0 0 0 -
キュウリエソ 7 12 3 1.7
アカガレイ 2 4 2 2.0
ホタルイカモドキ類 7 17 6 2.4
イカ類 0 0 0 -

月 区分 種名 出現点数 出現総数 最大出現数 平均出現数
5 卵 マイワシ 5 43 33 8.6

カタクチイワシ 6 458 362 76.3
ウルメイワシ 4 16 7 4.0
キュウリエソ 6 365 161 60.8
アカガレイ 0 0 0 -
ホタルイカ卵 12 322 134 26.8

稚仔・頭足類幼生 マイワシ 7 21 7 3.0
カタクチイワシ 15 436 138 29.1
ウルメイワシ 5 13 6 2.6
キュウリエソ 9 116 27 12.9
アカガレイ 0 0 0 -
ホタルイカモドキ類 11 132 28 12.0
イカ類 7 8 2 1.1

6 卵 マイワシ 0 0 0 -
カタクチイワシ 7 33 12 4.7
ウルメイワシ 2 3 2 1.5
キュウリエソ 8 256 114 32.0
アカガレイ 0 0 0 -
ホタルイカ卵 7 25 12 3.6

稚仔・頭足類幼生 マイワシ 1 1 1 1.0
カタクチイワシ 17 427 108 25.1
ウルメイワシ 4 8 3 2.0
キュウリエソ 11 310 102 28.2
アカガレイ 0 0 0 -
ホタルイカモドキ類 9 62 15 6.9
イカ類 13 30 6 2.3
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図15 春期3～5月ノルパックネットによるマイワシ卵稚仔出現点当たりの出現数

図16 春期3～5月ノルパックネットによるカタクチイワシ卵稚仔出現点当たりの出現数
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表4 スルメイカ釣獲試験結果の概要

調　査　名
実施
期日

定点
番号

位　置
釣獲
尾数

CPUE
外套長
範囲(㎝)

外套長
モード（㎝）

スルメイカ漁場一斉調査 7/3 3 N36.00  E132.22 1,191 24.5 13-23 15

7/4 8 N36.38  E132.20 26 0.5 14-27 22

7/5 12 N38.20  E133.00 88 2.0 12-26 23

7/6 15 N37.20  E133.00 1,583 33.0 13-19 16

7/7 18 N36.20  E133.00 818 17.0 12-25 20

平均 741 15.4
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